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取扱説明書 



乾電池式ごますり器 



品ま BH-925P 


- 

〈乾電池を4お4コ用〉 


このたびは、ノ くナソニック製品をお買い上げいただを、 
まことにありびとうござしほす。 

■取扱説明書をよくお読みのラえ、正し <安全に 
お使いください。 

■ご使用前に 「をを上のごを意」を必ずお読みください。 

■この取扱説明書は大切に保管してください。 


•テーカレに置きやすいコンノ くクトサイズ！ 

•料理やごまの種類に合わせてすり加減を調節でさる! 
•お手入れカンタン！掃除のしやすさに配慮した設計 


BMA 6 CAE 03 BYA 


ち全上のごま意( を、ずお守りくださし、^ 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守り 
いただくことを説明しています。 

■誤った使いちをしたとさに生じるを害や損害の程度を 
区分して、説明しています。 


A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある 
内容」です。 

A 注意 

「傷害を負ラことや、財産の損害び 
発生するおそれびある内容」です。 


■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 


A 

気をつけていただく内容です。 

0 

してはいけない内容です。 

〇 

実行しなければならない内容です。 


A 警告 


- A 注意 - 

■容器や前面カバーをはずしたままスイッチ 
を巧さない 

Q 下ウスび回転して指などにケガをする 
原因になります。 


■容器にごまを入れて長期保存しない 

虫び発生する原因になりまず。 

■お手入れの前には電池を取り出す 


〇 


守らないと不用意にスイッチび入り 
ケガの原因になります。 


■電池の使用表示に従ラ 
■定期的に点検する（作動-液ちれ) 



守 b ないと電池の液ちれ•発熱•破裂 
の原因となります。 


■電池、前面カノ (一は乳幼児の手の届かなし化ころに置く 


A 電池の液が目に入ったときは、こす5 
ずに水道水などのされいな水で洗い流 
-し、すぐに医師の治療を受ける 


〇 誤って飲み込むと胃を痛める原因 
となります。 

參巧一飲み込んだ場合には直ちに医師に相談して < ださい, 


■仕様 


使用電池 

乾電池単 

ち4〕〈別売〉 



使用時間 

総す 0量 (目安） 

電池寿前 
/ 20で、 
I 連続使用時 I 

パナソニックアル 
カリ乾電池使用時 

約已〇分 

約700邑 

パナソニックネオ 
《黒)乾電池使用時 

約] 0分 

約100旨 

外形寸法 

約最大直径目目 mm X 高さ] 2日 mm 

質 量 

約22已呂（パナソニックアルカ U 乾電池含む） 


■アフターサービスについて 

•当社は、この乾電池式ごますり器の補修用性能部品を 
製造打ち切りを5年イ呆有しております。 

を)補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 


便利メモ 

販売店名 

電話 （） 一 

ぉ客様セッタ-認 S : お觀思識 


ご相談な□における個人情巧のお巧り巧い 


ノ くナソニック株式尝社およびその関係含社は、お客様の個人情報やご相談 
内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのために利用し、その記録を 
残すことびありまず。また、折り返し電話させていただくときのため、ナンパ‘ 
一’ディスプレイを採用しています。なお、個人情報を適切に管理し、修理業 
務等を委託する場合や正当な理由がある場台を除き、第兰割こ提供しませ 
ん。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡くださし' i 。 _ , 


パナソニック株式会社 
エナジー社 

〒已 70-8 曰]]大阪府守□市松下町1番]号 

Printed in China R1206K 3108 


各部のなまえと使いかた 


①底ふたをはずず 


電池の入れかた 


電池ふた 
□ック部 


② 電池ふたをはずず 

• 電ミ也ふたの□ック部を区]方向に 
巧しなが S はずす 

③ 電池を図の方向に4コ入れる 

《新旧-異種の電池を混用しない。 

※ ©0 を逆に入れない。 

④ 電池ふたを閉める 

• 電池ふたの合マークと本体の合マークを 
合わせて押し込む 


乾電池単4形 
4つ 

本体 
合 マーク 



5^底面た 


ごまの入れかた 


①上ふたをはずず 


感ごまを容器に入れる溶量：約30邑） 

※シャフトは抜けません。 

そのまま、ごまを入れて シャフト 

<ださい。 

※ごまは上限位置上に 
入れないで < ださい。 


感上ふたを閉める 

•上ふたは軽くはめて 
上か6押さえる 


※細*粗文字 
の中む 



ごまのずりかた 


① 底ふたをはずす 

② ごまずりの粗さを調節ずる 

•上ふたの参印を左ちに回転させてお好みの 
粗さに調節する(調節マーク • は目安です。） 

※粗さ調節は、最ネ刃に『粗』に設をしてから 
『細』のち向に調節してください。徐ごま等 
ごまの種類によっては、『細』から使用すると 
油分の霞響により、つまる場合びあります。 
上ふた 


こまかい 
_細） 


参印 

調節マーク- 




おらい 
泄） 


いりごま 


③ スイッチボタンを操作する 

I 押す I 一 ごまをする 
I はなす I- ►止まる 

ごま出 □ 

※すりごまびが出される 
「ごま出！=1」を確認して 
か5ご使用ください 
※軽くおりなびらかける 
とよ < 出ます。 

④ 使巧後は底ふたをはめる 



底ふた 


ごまが練り！\ 
状態で出る、 ) 
すぐつまる 


ごまがすれ^ 
ず粒が出る J 


スイッチを 
押してち 
作動しない 


原 因. 


参電池のち向び間違っていませんか？ 
^法)©のち向を正しく入れる。 
•電池び消耗していませんか？ 

►新しい電池に取り昏スる 。, 

参ごま出□にごまびつまっていま 
せんか？ 

一つまったごまを歯ブラシ等で 
除去する。 

参底ふたびついていませんか？ 

-• ■底ふたをはずす。 

参下ウス部にごまびつまって 
いませんか？ 

^ ^下ウス部をはずして掃除する。^ 

参ごまの粗さ調節はできていますか？' 
^ごまの粗さを粗く設定する。 
まったごまは、歯ブラシや布、 

、 I 等で除去する。 し 


参ごまの粗さ調節はでさていますか？ 
^ごまの粗さを細かく設定する。 
参ごまび湿気等により、ふくらみび 
ルさくなっていませんか？ 

一ごまをいり直す。 


使いかたを誤りますと機器を傷めたり、故障の原因となります。 
♦本体、電池ふたは絶巧に水洗いしないでください。 
♦粗さ調節の可能範囲し U 上に、無理な力を加えないで 
ください。 

♦落下等の強い衝撃を与えないで<ださい。 

♦長期間 (3 力月じ(上)使用しない場合は、電池を取り 
はずして保管してください。 


ご使用いただくごまについて 


いりごま専用です。 


生のごまは、必ずいってか5ご使用ください。 
参いりたての熱いごまを入れないでください。 

参湿ったごま、いりかたの少ないごまは、ずれない 
ことがあ0ますので、いり直してください。 

※長期間容器に入れた状態にすると、湿気を含んで 
すれない場合びあります。 

《 ] 年じ(上保存したごまは、再度し^ってもふくれない 
場合びあります。 


ごまの上手ないりかた 


の フライ )くンを弱乂であたためる 

② ごまがフライノ (ン上に重ならない程度に並べる 

③ 2 〜 3粒はじけた日、乂から下ろし 
フライパンのを熱で保温する 

④ をめた5、ごまを容器に 
移し替える 



使用上のお願い 


故障かな 


お手入れのしかた 


① 上ふたをはずし容器か5残ったごまを器に取り出ず 

② 底ふた、電池ふたをはずし、電池を取り出ず 

③ 容器をはずず 

容器の参印を本体の r 開」まで回してはずす 

④ 本体の中にある下ウスの軸をつまんで 
下ウスを取り出す 

⑤ 本体にある前面カバーの己部を巧し下へスライド 
させてはずず 

※電池ふたを先にはずさないと、前面カノ（一をはずせません。 

⑥ 分解した各部品は、歯ブラシ等でごまを除まし、水を 
含ませた巧やティッシュで軽くふき取ってください。 

/ベンジン、アルコール、シンナー 
I 等の溶剤は使用しないでください。 


曲 



《お手入れ後、乾燥などで保管される場合は乳幼坦の 
手の届かないところに置いてください。 


⑦ち上の絵を参考に元の姿に組み立てる 

※下ウスの軸周辺にごまび付着して 
いると、粗さの調節び正しくできません。 
組み立て時には化ずご確認ください。 


函ブラシ 



底ふた 


※食器洗い機、食器乾燥機はご使巧にならないで 
<ださい。 

※部品に水分び残ったまま使用すると、ごまび湿る 
原因になります。 

※外側にまと直接触れない)のミちれびひどい場合 
は、薄めた台所用中性洗剤を布等に含ませ軽く 
ふさ:とつて< たさい。 



をな 
チち出 

ッてが 

V しま 

ス押ご 





































































































































































































